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会議録（５月定例会） 

 

 
会議の名称 令和８年５月　教育委員会会議定例会

 

開催日時
令和８年５月２２日（金） 

開会　午後３時００分　　　閉会　午後５時０２分

 
開催場所 飯能市役所本庁舎５階　第３委員会室

 
議長氏名 教育長　中村　力

 

出席委員

五江渕　幸子（教育長職務代理者） 

宮内　保行 

大澤　修 

半田　収

 

説明者の職・氏名

教育部長　五十川　美也子 

教育部参事兼学校教育課長　戸口　智雄 

教育政策課長　横田　有司 

学校教育課副参事兼教育センター所長　谷口　晶子 

学校教育アドバイザー　青栁　義久 

学校総務課長　吉田　智也 

生涯学習スポーツ課長　青山　一喜 

公民館管理課長　熊澤　志津代 

図書館長　木村　由里子 

博物館長　村上　達哉

 

会議の公開・非公開
公開（議事の議案第３９号は、市として審議中の案件

であるため非公開）

 
傍聴人の有無 無

 

書記
教育政策課教育政策担当 

主幹　佐賀　達郎
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議題及び議事の大要 

 

 議事日程及び主な議題、議事については以下のとおり 

 

１　開会 

 

２　前回会議録の承認 

 

３　会議録署名委員の指名 

 

４　教育長の報告 

 

５　報告 

⑴　令和７年度飯能市教育行政の重点施策の評価結果及び令和８年度飯能 

　市教育行政の重点施策の評価目標の設定について 

 

６　議事 

　議案第３９号　令和８年度飯能市一般会計補正予算（第１号）教育費 

（案）について 

【原案のとおり可決】 

　議案第４０号　飯能市スポーツ推進委員並びに学校施設管理指導員の委嘱

について 

　　　　　　　　【原案のとおり可決】 

　　 

７　その他 

 

８　次回開催について 

　　６月定例会　令和８年６月２６日（金）午後３時００分 

 

９　閉会 
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議事の経過等 

  

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参事兼学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

「4　教育長の報告」 

　資料に基づき、教育長及び各所管課長から報告があっ

た。 

 

【報告についての質疑、意見及び答弁】 

学校教育課から埼玉県の学力・学習状況調査について報

告がありました。7月にこどもたちに個票が返されますけれ

ども、そのときの返却方法について、こどもたちの意欲を

高めるように、丁寧な形で返すように県から指導があった

かと思います。 

こどもたち自身が、教科に対する自分なりの課題に対し

てどうだったのか、これから自分がさらに学力を高めるた

めに、楽しく学ぶためにどんなことが必要になってくるの

かといったことを知るための指標となるものが「返却シー

ト」だと思います。課題も持たず、ただ学力・学習状況調

査を受ければ良いという取組になってしまうと、いつまで

も自分を高めるための調査にはなりません。 

そこで他市町村のホームページ等を調べてみると、復習

シートを教育委員会のホームページに掲載していたり、学

校のホームページの中に復習シートへのリンクがあったり

と、常時復習シートを見られるようにしているところもあ

りました。 

飯能市では、同じように丁寧なアナウンスがある学校

と、そうではない学校とで、格差があるように思います。

こうした面での取組に対して、教育委員会として方針を示

したり、働きかけを行うと良いかと思いますが、いかがで

しょうか。 

 

埼玉県学力・学習状況調査については現在タブレットを

活用した回答方式になっています。そのため以前よりも早

く、7月の夏休みに入る前に返却することができるようにな

っています。それに合わせて、丁寧に結果を返すというこ

とは大変重要なことだと思っております。 

実際の取組状況ですが、ただ単に結果を返すのではな

く、一人一人の課題点や達成点等を踏まえながら返却をし

たり、学校によっては夏休みに入って三者面談を通して返
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委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参事兼学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

却をすることで課題の共有を図る学校もあります。また、

通知表を返す際に、それに併せて一緒に一言添えて返すと

いったことも行われています。また、結果シートの返却と

併せて復習シートを活用したりといったこともあると思い

ます。このような工夫した取組を全校に広げていけるよう

に、改めて学校に対して指導をしてまいりたいと思いま

す。 

 

学校教育課で「学校管理訪問」が始まり、奥武蔵小・中

学校について終えられたということですが、小中一貫の隣

接型ということでスタートして、6，7 年経過したと思いま

す。近年の小中連携の教育の状況について、管理訪問を踏

まえて、現状や課題等お伺いしたいと思います。 

小学校で行ったことを、また違った形で中学校で繰り返

すようなことが実際にあろうかと思いますが、小中 9 年間

を通じた教育課程を精査することで、教育課程等にゆとり

を創出し、その時間を学校側とこどもたちとが一緒に触れ

合う時間にできたりすると良いと思っています。こうした

点は、現状どのようになっておりますでしょうか。 

 

奥武蔵小中学校につきましては、施設隣接型という非常

に近い関係にあるということで、入学式は合同で行われま

した。 

また、普段の教育課程につきましては、隣接型という関

係をいかして情報共有等を行っていると思います。連携に

よる良い例として、各小・中学校に校長会や校長研修会の

機会を通じて全体に広めていけるように、奥武蔵小中学校

に働きかけていきたいと思います。 

 

それと一点、感想を述べさせていただきます。博物館長

から退職公務員連盟の出前授業に御対応いただきました。

ありがとうございました。 

宣化天皇から系図を元に、智観寺にある中山信吉のお墓

にまつわることや、多峯主山の黒田直邦氏のお墓のことな

ど、非常に丁寧に説明をいただきました。知らなかったこ

とを知るということは、いくつになっても本当に良いこと

だと改めて感じております。ましてやこどもたちにとって
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教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

教 育 部 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参事兼学校教育課長 

 

 

は、新しいことを知った喜びは、我々の何倍も大きいので

はないかと思います。 

また、こうした身近なことを、たくさんの市民の方に知

ってもらうことが非常に大切だと思いました。大変勉強に

なりました。ありがとうございました。 

 

　その他、質疑等ございますでしょうか。 

　 

（「なし」の声あり。） 

　 

質疑なしと認めます。 

　以上で、「4　教育長の報告」を終わります。 

 

「5　報告」 

⑴令和 7年度飯能市教育行政の重点施策の評価及び令和8

年度飯能市教育行政の重点施策の評価目標の設定について

報告をお願いします。 

報告に当たりましては、まず令和 7 年度飯能市教育行政

の重点施策の評価についてお願いいたします。 

 

令和 7 年度の飯能市教育行政の重点政策の評価結果につ

いて御報告申し上げます。 

令和 7年度につきましては、各所管から合計で 16 の事業

を重点政策として掲げておりました。評価の基準につきま

しては、下の表に参考として示しておりますが、その達成

割合に基づき、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの 5 段階としておりま

す。結果は集計表にまとめたとおり、評価結果のＡが 6 事

業、Ｂが 10 事業でございました。 

次のページ、評価結果の総括表につきましては、各事業

の達成率と評価を記載しています。 

それでは事業の評価シートに基づきまして所管ごとに説

明いたします。学校教育課から順によろしくお願いいたし

ます。 

 

学校教育課分について御説明申し上げます。初めに、『創

造的、探究的、協同的な学習の推進』についてです。 

「21 世紀型の学校」を目指し、一人の漏れも無く質の高
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い学びを保障する「学びの改革」に挑戦する中で、本事業

の推進を図ってまいりました。昨年度、教職員に対して行

った意識調査では、「一人一研究授業に取り組んだ」が

92.9％、「質の高い創造的、探究的、協同的な学びに取り組

んだ」が 97.4％と、高い数値を維持しています。飯能市で

取り組んでいる「学びの改革」が、教職員にも浸透してき

ていることが伺えます。 

また、県学力状況調査の結果では、「グループやペアで話

し合ったり、意見や考えを出し合ったりして課題を解決し

たこと」があったかどうかという問いに対し、91.5％の児

童と 92.7％の生徒が「あった」と答え、いずれも県平均を

上回りました。こどもたちにとっても、主体的・対話的で

深い学びのある授業が展開されていることを実感している

結果となりました。 

さらに、GIGA タブレットの活用率でも 96.7％となってお

り、多くの授業で活用され、充実した教育活動が展開され

ています。 

課題といたしましては、「学びの改革」の更なる推進に向

け、指導者や推進者として活躍できる人材の育成が求めれ

ていることです。また、タブレットの更新を来年 9 月に控

え、本市にとって最適な端末の導入に向け検討を行ってい

く段階となっています。 

よって、達成率は 90％、評価をＢといたしました。 

続いて、『不登校対策の推進』についてです。 

新型コロナウイルス感染症対策が明けて以降、不登校の

児童生徒数が増加しているため、不登校の児童生徒数の減

少を目標に対策を講じてまいりました。 

令和 7年度の不登校児童生徒数は、前年度と比べ±0とな

り、ようやく増加に歯止めをかけることができました。不

登校児童生徒の校内における居場所であるスペシャルサポ

ートルームの設置や福祉部との連携、校内教育相談体制の

充実など各学校における様々な取組の成果によるものと捉

えております。特に昨年度は、スペシャルサポートルーム

に特別支援教育支援員を飯能第一中学校、飯能西中学校、

加治中学校、美杉台中学校の計 4 校に配置することがで

き、更に地域のボランティアの方の協力もあることで、安

定した運営が図られています。また、教育センターが中心
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教 育 長 

となって、不登校児童生徒の保護者同士が交流できる場の

設定や保護者の心の支えとなるような支援を行うことがで

きました。 

課題としましては、スペシャルサポートルームへの特別

支援教育支援員の配置が、令和 8 年度は奥武蔵中学校を加

えて 5 校となりましたが、更なる支援員の配置が求められ

ています。現状について更なる充実を図るとともに、関係

機関との連携を図り、社会的自立に向けた指導と支援を進

めていくことが必要であると考えております。 

よって、達成率は 90％、評価はＢといたしました。 

続いて、『教職員の働き方改革の促進』についてです。 

働き方改革が求められている昨今、本市では学校におい

て風通しのよい職場づくりを構築するとともに、負担軽減

を促進するための組織を継続して設置しております。校内

において設置した衛生委員会により、各校の課題や改善策

等を検討していただきました。それをもって、飯能市負担

軽減検討委員会の中で、各校の実践や軽減策を持ち寄り市

内全体で共有することで、行事等の精選や校務の効率化を

図ってまいりました。 

昨年度の 11 月に実施した勤務状況調査では、時間外在校

等時間が月 80 時間を超えた教職員は、小中学校とも 0 とな

りました。同じく月 45 時間以上の教職員は、小学校は休日

を含め 5.5％、中学校は休日を含め 13.9％となっていま

す。いずれも令和 6 年度と比べて大幅に減少しました。埼

玉県の平均と比較しても小中学校ともに低い数値となって

います。 

課題としましては、時間外在校等時間が年間 360 時間を

超える教職員の割合が、小学校で 41.8％、中学校では

52.1％となっており、依然として高い数値となっているこ

とです。特に、中学校においては、平日・休日における部

活動が勤務時間外の活動として依然として大きく、部活動

地域展開の推進が求められています。また、学校における

病休者や欠員を出すことが無いよう、働きやすく、働きが

いのある職場を作っていくことも必要です。 

よって、達成率は 90％、評価をＢといたしました。 

 

次に、教育政策課長、報告をお願いします。 
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教育政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

生涯学習スポーツ課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度の教育総務課所管分について、当該事務を引

き継いでおります教育政策課から御説明申し上げます。 

令和 7年度の重点施策の目標は、『飯能第一小学校の建替

え・複合化に向けた実施設計を進める』ことでございまし

た。事業としては、地域の方々や施設関係者等との対話を

通じて取りまとめた基本設計を基に、飯能第一小学校等複

合施設の実施設計を進めるとともに、仮設校舎の賃貸借の

発注も併せて行うものでございました。 

次に、成果または結果についてです。実施設計は最終的

に経済性の検討を行うため、2か月間の工期延長を行いまし

た。仮設校舎につきましては、9月に賃貸借契約を締結し、

新年度からの着工を見据え、建築確認申請手続を行いまし

た。また、昨年度は飯能第一小学校等複合施設整備につい

て、国土交通省所管の都市構造再編集中支援事業の補助対

象として採択を受けたところです。 

達成率は、実施設計の成果品の納品に至らなかったこと

等から 90％、評価は Bといたしました。　 

 

次に、生涯学習スポーツ課長、報告をお願いします。 

 

始めに、令和 7 年度のスポーツ課所管分を御説明させて

いただきます。 

令和 7年度の目標、『都市運動公園施設の安全な運営を確

保するため、指定管理者や関係部署と協議し、計画的な修

繕に向けて取り組みます。』につきましては、令和 6 年度に

作成した整備箇所一覧の更新を行うこと、また、指定管理

者と連携を図りながら、老朽箇所の優先順位を定め、修繕

方法や費用の算出、補助金等の有無について調査すること

としておりました。 

成果又は結果につきましては、整備箇所一覧表の更新や

補助金等の財源の情報収集を行うとともに、照明の球切れ

などについて、指定管理者との協議のもと、美杉台公園多

目的グラウンドの照明及び市民体育館内避難誘導灯の修繕

などを実施し、利用者の安全確保と快適な環境整備に努め

ました。 

残された課題等は、各施設の老朽化に伴い計画的・効率
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的な維持管理が必要であること、また、本市の持続可能な

行財政運営に向け、受益者負担の適正化について検討する

必要があるものと考えております。 

評価につきましては、達成率100％、評価Ａとさせていた

だきました。 

次に、『「飯能新緑ツーデーマーチ」や「奥むさし駅伝競

走大会」等については、全ての参加者が安全かつ安心して

参加出来るよう、様々な対応を講じるとともに、市民、企

業、関係団体や商店街等と連携して、イベントの充実を図

り「まちの活性化」に繋げます。』という目標についてで

す。「飯能新緑ツーデーマーチ」につきましては、満足度が

高く、安全かつ安心して歩くことが出来るコース設定を行

うこと、財源確保と運営費の削減に努めることとしており

ました。 

成果又は結果といたしましては、安心・安全なコース作

りや、運営費については収入増及び経費の縮減に努め、適

切な大会運営を行うことができました。また、本市の緊急

財政対策により休止と決定するまでは、次回大会の開催に

向けて、コンパクトで魅力あるコースへの変更や、参加料

の値上げなどについて検討し、大会運営の効率化に向けた

取組を行いました。 

残された課題等といたしましては、既存スポーツイベン

トについて、運営の合理化・スリム化及び自主財源の確保

等について検討するなど、持続可能な大会づくりが必要で

あると考えております。 

評価につきましては、達成率100％、評価Ａとさせていた

だきました。 

引き続き、旧生涯学習課所管分を御説明させていただき

ます。 

『放課後子ども教室開催 2 校の活動を充実させるととも

に、放課後のこどもの多様な居場所づくりに寄与すべく、

新規実施校及び実施方法について協議、検討します。』の目

標に関する事業としましては、教育委員会が考える「放課

後のこどもの多様な居場所づくり」として放課後子ども教

室の方針を含めた、今後の在り方を示すこととしておりま

した。 

成果又は結果でございます。課内で協議・検討を行って
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教 育 長 

 

博 物 館 長 
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まいりましたが、全ての小規模校に放課後子ども教室が未

開設であること、子どもたちに魅力的な学習、体験及び交

流活動の機会を提供するためには、新たな人材の確保が必

要であること、また、各地域のこどもの将来推定人口の分

析など解決すべき課題が多く、更なる検討の必要があり、

今後の在り方を示すには至りませんでした。 

残された課題等につきましては、地域の特性やニーズ等

を的確に把握しながら課題を整理し、今後の在り方につい

て学校、放課後児童クラブ、地域と連携しながら、検討し

ていく必要があるものと考えております。 

評価につきましては、達成率 90％、評価Ａとさせていた

だきました。 

 

次に、博物館長、報告をお願いします。 

 

博物館より旧生涯学習課所管分のうち現博物館所管分を

報告いたします。 

『作成した「飯能市文化財保存活用地域計画」に基づ

き、飯能地域遺産の効率的かつ実効性のある保存・活用を

推進するため、庁内をはじめ、市民、各種団体、所有者、

管理者、専門家などと連携、協働していきます。』を目標と

し、『「飯能市文化財保存活用地域計画」に則った取り組み

の推進』を関連事業としております。 

成果としましては、令和 7 年度に、「文化財保存活用支援

団体」の制度作成と協力団体についてのヒアリングなどを

実施いたしましたが、庁内に協議の機会を設けることがで

きませんでした。 

以上の結果より、達成率としては 85％、評価としてはＢ

といたしました。 

 

続いて、公民館管理課長、報告をお願いします。 

 

公民館に係る重点施策について説明させていただきま

す。 

まず、『家庭教育学級の充実』の事業は、家庭教育支援の

ため、地域・学校と連携して地域課題等を捉え、また、こ

どもたちの実態に寄り添った内容の事業とするため、各地
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区の青少年健全育成の会やＰＴＡ等との共催により家庭教

育学級の内容の充実を図るものです。 

全ての公民館が複数館で、また、地域団体との共催によ

り、家庭教育学級、教育講演会等として事業を実施しまし

た。内容としては、不登校や引きこもりなど、こどもたち

が抱える課題に保護者や周りの大人達がどのように接して

いくのか、こどもたちがこころの健康を保つためにはどの

ような支援が必要か等、専門的な視点から講義をいただい

たことが成果でございます。 

課題となっている事象や、保護者、団体等のニーズに合

わせた内容により全ての公民館で実施できたことから、達

成率 100％、Ａ評価としました。 

次に、『こどもの学習活動の支援』では、こどもたちが自

ら学ぶ学習活動の支援として、「みんなの自習室」を双柳公

民館、加治公民館、美杉台公民館、南高麗公民館の計 4 館

で実施し、「公民館学習スペース開放」は夏休み期間を中心

に全ての公民館で実施しました。 

体験を通じて学ぶ講座や教室については、地域の方々や

団体に講師を務めていただくなどの協力により「親子料理

教室」、「科学実験教室」、「防災講座」、「書初め教室」など

の事業を進めました。 

公民館学習スペース開放の実施については、センターだ

よりやＨＰでの周知をした結果、利用がなかった館もあ

り、今後進め方を工夫する必要があることから、達成率

85％、Ｂ評価としました。 

 

次に、図書館長、報告をお願いします。 

 

図書館分について御説明申し上げます。 

　図書館における令和 7 年度の重点施策につきましては、

目標を 3点掲げました。 

　1 点目は、『これまでの図書館サービスの成果と課題を反

映し、更なる推進を図るため、市民アンケート調査結果を

活かした「第 4 次飯能市図書館サービス計画」を策定す

る』ことを目標といたしました。 

　事業の詳細でございますが、アンケート調査の結果や図

書館協議会委員の意見等を踏まえた協議を進めるととも
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に、担当を横断したプロジェクトチームを編成して関係各

課からの情報等を反映するなどすることで、時代に即した

図書館評価指標とその目標値を設定した計画を策定するこ

とといたしました。 

　成果または結果につきましては、緊急財政対策の影響を

受けた計画とはなりましたが、予定どおりの体制で策定に

取り組み、今後 5 年間の方向性を示すことができました。

図書館評価指標とその目標値につきましても、時代に即し

たものとして新たに「ホームページへの掲載・記事更新件

数」、「飯能市に関わる事項の資料展示や情報発信数」を設

定いたしました。 

　残された課題や問題点等は、緊急財政対策の実施に伴

い、市立図書館及びこども図書館の開館時間・休館日を今

年度から変更することとなりましたが、図書館サービスへ

の影響を検証したうえで、運営体制を定めていきたいと考

えます。また、昨年度末をもって富士見分室及び名栗分室

を廃止、移動図書館を休止することとなったため、他の地

区で実施してきた「配本サービス」を富士見分室及び名栗

分室においても開始することといたしました。今後は、非

来館型サービスの推進やデジタル環境の活用と情報提供等

に尽力していきたいと考えています。 

　以上のことから、達成率は100％、評価をＡといたしまし

た。 

2点目としては、『「飯能市音訳ボランティアひびき」と連

携し、図書館を利用することに困難のある方への情報提供

を推進するとともに、より質の高いサービスの提供に努め

ます。』を目標といたしました。 

　事業としては、図書館の利用に困難のある方への合理的

な配慮や提供可能な支援に関する周知・啓発を目的に、誰

でも参加可能な「音訳者養成講座」を開催すること、「飯能

市音訳ボランティアひびき」との共催による「音訳者養成

講座（入門編）」を開催すること、視覚による情報収集が困

難な方のためのデジタル録音図書であるデイジーの活用を

検討するとともに、対面朗読を含めたサービス対象者の範

囲の見直しを行うことといたしました。 

　成果または結果です。市民への幅広い周知・啓発を目的

に、公共図書館が担う障害者サービスと、その中で音訳者
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が果たす役割や活動に係る講演会を開催いたしました。ま

た、講演会に参加いただいた方の中から、更に「音訳者養

成講座（入門編）」への参加を促すこともできました。講座

受講者の中には「飯能市音訳ボランティアひびき」への新

たな入会者もいましたので、一定程度、周知・啓発効果が

あったものと考えます。 

　残された課題や問題点等としては、デイジーの効果的な

活用や対面朗読を含めたサービスを受けるべき方の検討が

必要です。また、視覚障害者利用者等の範囲につきまして

は、既に詳細な要件を定めている県立図書館のほか、近隣

市町の策定状況を注視しながら、検討を続ける必要がござ

います。 

　達成率は、以上のことから 85％、評価をＢといたしまし

た。 

　3 点目の目標は、『これまでのこどもの読書推進に関する

取組の成果・課題を反映し、更なる推進を図るため、「第 4

次飯能市こども読書活動推進計画」を策定します。』といた

しました。 

　事業の詳細でございます。並行して作成する「図書館サ

ービス計画」と同様、アンケート調査の結果や図書館協議

会委員の意見等を踏まえるとともに、担当を横断したプロ

ジェクトチームを編成して関係各課の意見を反映するなど

し、将来の読書環境の変化を見据えた指標や数値目標を設

定した計画を策定することといたしました。 

　成果または結果ですが、予定どおりの体制で進めなが

ら、緊急財政対策の影響によってサービスの低下が生じな

いよう、アウトリーチ事業を積極的に打ち出すことで、今

後 5 年間の方向性を示すことができました。数値目標につ

きましては、近年の情報化社会の進展による、こどもたち

の将来の読書環境の変化を見据えたものといたしました。 

　残された課題や問題点等は 1 点目の目標と同様になりま

すが、特にこども図書館につきましては、開館時間を大幅

に短縮したこともありますので、こどもの読書活動への影

響をしっかりと検証したうえで、今後の運営体制を定めて

いきたいと考えております。また、こどもの不読率の低下

を目指し、学校等との連携を強化していまいりたいと考え

ております。 
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　以上のことから、達成率は100％、評価をＡといたしまし

た。 

 

次に、博物館長、報告をお願いします 

 

博物館分について御説明申し上げます。 

まず、『特別展を開催することで、地域の魅力を発信し、

個性豊かで活力あるまち作り、人作りに取り組んでいきま

す』という目標において実施した『特別展「お札大集

合！」（仮称）の充実』についてでございます。この展示会

の正式タイトルですが、「レアなお札」として実施しており

ます。アンケート調査の結果においては、飯能の歴史に関

する新たな知見に触れ、その魅力を再発見できたという回

答が 80％以上、1 日の平均入館者数 130 人以上を目指しま

した。 

成果ですが、令和 7年 10 月 12 日の日曜日から 12 月 7 日

の日曜日までの 49 日間で 6,476 人が入館、1 日平均では

132.2人でございました。アンケート調査の回答では、88％

の人から飯能の歴史について「新たな知見を得て、魅力を

再発見している。」という回答がありました。図録の購入率

は、入館者数の 10.1％と極めて高い水準でありました。ま

た、アンケート調査の結果で、20代から 50代の比較的若い

世代が多く来館したことを把握しております。一方で、普

段来館される 60 代以上の世代の方が少なかったため、大幅

に入館者数が増えることには繋がりませんでした。 

以上を踏まえ、達成率は 95％、評価をＢといたしまし

た。 

2 つ目です。『文化財保存活用地域計画にある飯能地域遺

産のうち、武士たちの活躍と信仰に係る関連文化財群につ

いて、多くの人に知ってもらうため、博物館を拠点とした

現地見学会を実施します。』を目標とし、『文化財保存活用

地域計画に関わる教育活動の推進』に取り組むものです。

アンケートの回答で、市域の大名墓に関する新たな知見に

触れ、魅力を再発見した人が 80％以上、申し込み人数が募

集人数を超えることを具体的な成果指標としました。 

成果としましては、申し込み人数が募集人数に到達し、

また、事後のアンケートや当日の参加者の様子からは、好
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参事兼学校教育課長 

 

意的な反応を得られました。また、当日は予定どおりコー

スを回り終え、多峯主山、能仁寺に所在する中山氏や黒田

氏関連の文化財を中心に文化財を回るコースとして成功し

たものと評価でき、今後はモデルコースとして設定できる

ものと考えております。 

ただし、事後のアンケートの回収率が 8 割に届いておら

ず、正確なデータを収集できなかったため、達成率 85％、

評価をＢとしております。 

続きまして、『飯能河原・天覧山周辺の自然の魅力を多く

の人に知ってもらうため、関係団体と連携しながら博物館

を拠点とした観察会等を実施すること』を目標とし、『飯能

河原・天覧山周辺の自然のビジターセンター的機能の充

実』に取り組んだものです。アンケートで自然への理解、

関心が深まったとする回答が 80％を超えること、身近な自

然コーナーのワークシートや展示品を季節ごとに 4 回以上

更新することを事業の成果指標としております。 

結果として、アンケートは87.5％～100％の回答をいただ

き、展示品の更新につきましては 6 回行うことができまし

たので、達成率は 100％、評価をＡといたしました。 

 

ありがとうございました。 

引き続きまして、令和 8 年度飯能市教育行政の重点施策

の評価目標の設定について報告をお願いします 

 

それでは、令和 8 年度飯能市教育行政の重点政策の評価

目標の設定について御説明申し上げます。 

報告⑴-3 の資料中の表に示したとおり、各所管からは新

規事業 8、継続事業 9、合計 17 の事業を重点施策として挙

げております。 

報告⑴-4 の資料につきましては総括表になります。網掛

けで表示されているものが新規事業になっております。 

引き続き、各所管ごとに評価シートを説明いたします。 

 

参事兼学校教育課長、報告をお願いします。 

 

学校教育課では、重点施策を3つ設定いたしました。 

1つ目、『創造的、探究的、協働的な学習の推進』は、全
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ての教員が1年に1回以上授業を同僚に公開し、教職員がお

互いに実践から謙虚に学び合い、授業改善をとおして児童

生徒の学力・思考力を向上させていきます。学校指導訪問

や学校研究における指導に積極的に指導主事を派遣し、質

の高い学びを全ての児童生徒に保障する学習となるよう、

直接指導・助言を行ってまいります。 

質の高い学びを実現するためには、児童生徒同士の聴き

合う関係が必要であり、ジャンプのある学びや真正の学び

を追究することが求められています。このようなことを中

心に、様々な場面をとおして、先生方に授業改善の必要性

と、飯能市が目指す一人の漏れも無く質の高い学びを保障

する「学びの改革」について、積極的に働きかけてまいり

ます。 

タブレットの効果的な活用についても情報共有する機会

を設け、こどもたちの問題解決能力や情報活用能力の育成

に向けた研修会を充実させていきます。また、アプリの効

果的な活用についても検証をしてまいります。 

2つ目、『いじめ防止対策の推進』については、児童生徒

が安心して学習やその他の活動に取り組む環境を構築する

上で必要不可欠なものです。その環境を実現するために

は、日常的な児童生徒の観察、定期的な面談やアンケート

の実施など、早期発見と早期対応に努めるとともに、いじ

め防止基本方針に則り、組織的な取組がなされるよう、校

長研修会や生徒指導・教育相談に係る学校訪問をとおして

指導してまいります。各学校には、学校いじめ防止基本方

針が定められています。当該学校の実情に即して適切に機

能しているかを学校いじめ対策組織を中心に点検し、必要

に応じて見直すよう助言を行います。 

また、人権感覚育成プログラム等の参加体験型学習やイ

ンターネット利用に関するルール作りなど、こどもたちが

主体的に取り組む学習となるよう学校に働きかけていくと

ともに、道徳の時間や人権教育の更なる充実を推進してま

いります。 

3つ目、『不登校児童生徒への支援の推進』については、 

本市の喫緊の課題と捉え、学びにアクセスできない児童

生徒数ゼロを目標に、その未然防止や早期発見、早期対応

と対策を講じてまいります。 



17 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校に行くことが楽しいと感じる児童生徒を増やすため

には、学級経営の充実が欠かせません。同僚から学ぶ機会

の設定や、学校指導訪問等の機会を活用して指導を行って

いきます。また、児童生徒の居場所づくりを促進して環境

を整備するとともに、不登校児童生徒の多様な教育機会の

確保を推進し、学びの多様化への対応を図っていまいりま

す。 

教育センターを中核として、学校、家庭、福祉部局との

連携を図り、社会的自立に向けた指導と支援を行うととも

に、不登校児童生徒の保護者同士が交流できる機会を設け

るなど、保護者の心の支えとなる支援も引き続き行ってま

いります。 

不登校児童生徒数の減少に向け、「誰一人取り残されない

学びの保障」を目指し、学校と連携しながら支援体制の強

化と充実を図っていきます。 

 

続いて、教育政策課長、報告をお願いします。 

 

教育政策課では 2つの目標を掲げました。 

1つ目は『飯能第一小学校の建替え・複合化に向けて、仮

設校舎の建設と既存校舎南棟解体工事を進めます』として

おります。事業としましては、今年度は仮設校舎を校庭南

側の体育館側に建設し、学校施設の機能を移転した上で、

既存南棟校舎の解体を実施するものです。また、併せて、

次年度から着工予定の複合施設建設工事を見据え、建築確

認申請等の必要な手続を進めるものです。 

2 つ目の目標は、『小規模校のあり方について、地域との

連携を図りながら、学校運営上の課題や地域の実情などに

応じ、学校施設の再配置や集約化を視野に入れ、総合的に

検討します。』としております。事業としては、少子化の進

展等による児童・生徒数の現状及び今後の見通し、各学校

施設の老朽化に伴う修繕の必要性、学校規模により生じる

学校運営上の課題や児童・生徒に与える影響等について、

文部科学省の適正規模・適正配置に関する考え方に照らし

て分析を行います。その後、先進事例の参照や学校や地域

へのヒアリングを踏まえ、飯能市の小・中学校の規模と配

置の適正化に関する基本方針を策定してまいります。 
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続いて、学校総務課長、報告をお願いします。 

 

学校総務課につきましては、2点を重点施策として挙げて

おり、いずれも継続事業となります。 

1点目といたしましては、経済的に困難なこどもへの支援

として、『小学校就学援助事業、中学校就学援助事業』を行

うものです。 

就学援助事業につきましては、経済的理由によって就学

困難と認められる児童生徒の保護者に対して、市町村が必

要な援助を与えなければならないとする学校教育法第 19 条

を根拠にするものでありますので、今年度につきましても

令和 9 年度の予算を確実に確保するとともに、各学校と連

携し、本制度を必要としている保護者に対し、漏れのない

対応を引き続き進めてまいります。 

2点目も経済的に修学困難なこどもへの支援として行うも

ので、『奨学金貸付事業』でございます。修学困難者に対す

る経済的な支援である奨学金制度につきましては、これま

でと同様に貸与を継続をしてまいります。また、三党合意

に基づく高等学校等就学支援金制度、いわゆる高校の授業

料の無償化、また、日本学生支援機構の制度拡充などの影

響を勘案し、本市の奨学金制度について改めて検討を進め

てまいりたいと考えております。 

本市奨学金制度につきましては、返還が生じる貸与型で

あることから、申込者の意思確認のために面談を行うほ

か、未返還者への対応についても検討をしてまいります。 

 

続いて、生涯学習スポーツ課長、報告をお願いします 

 

令和 8年度は、2つの目標を設定しております。 

1つ目の『文化芸術活動団体が、それぞれの専門性を生か

し、相互に連携を図りながら主体的に文化芸術活動に取り

組めるよう、活動の支援を行う』につきましては、本市の

緊急財政対策の事務事業の見直しにより「飯能市文化祭」

など 3つ事業が休止となりました。 

しかし、休止となった文化祭については、今年度は各団

体が実施主体となって、それぞれが文化祭を実施していた
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だけることとなりましたので、自立的・主体的な活動支援

として、開催場所の確保や市民への周知などについての協

力・支援を行い、令和 8 年度の各団体の文化祭参加人数に

ついて、前年比 90％を目指すことといたします。 

次に、『学校体育施設（体育館）の管理については、デジ

タル技術を活用した錠前システム（スマートロック）の運

用により、施設のセキュリティーと利用者の利便性の向上

を図ること』につきましては、学校体育館の利用者に対し

て使用方法を周知するとともに、施設のセキュリティー向

上を図るため、開錠に必要な暗証番号を定期的に変更いた

します。 

また、日頃から保守業者と連携を図り、適切な維持管理

を行うとともに、トラブルが発生した場合の迅速な対処に

努め、トラブル解消率 100%を目指すことといたします。 

 

続いて、公民館管理課長、報告をお願いします。 

 

令和 8年度の重点施策につきまして、2点目標を掲げまし

た。1 点目、『こどもたちの多様な居場所づくりの推進』で

は、地域住民やサークル団体活動の拠点となる公民館施設

が、こどもたちの身近な居場所の一つとして利用してもら

えるような環境づくりを進めます。また、こどもたちの学

習活動の支援として公民館学習スペース開放の実施や、地

域の方々や団体の協力により、体験を通じて学ぶ講座や教

室を実施することとします。 

また、2 点目、『各ライフステージに応じた学習活動の支

援』では、各地区で活動している団体と連携・協力し、地

域性に応じて、こどもから高齢者まで、年齢層に合わせた

講座などの事業を実施することとしました。実施に当たっ

ては同様な地域性を持つ公民館と連携した事業の企画を検

討し、地域間交流などにもつなげてまいります。 

 

続いて、図書館長、報告をお願いします。 

 

　図書館における令和 8 年度の重点施策につきましては、

目標を 2点掲げました。 

　1点目は継続目標で、『「市民に愛され、市民とともに創り
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続ける図書館」の理念のもと、各種団体等と連携し、図書

館運営を進めます。』としています。事業内容ですが、ま

ず、図書館友の会やボランティア団体等と連携し、市民の

方が主体的に図書館に関わることができる環境を整備し

て、多様な人材との協働を通じて地域に根差した図書館運

営を進めます。また、こどもへの読み聞かせを行うボラン

ティア活動への新たな参加者の拡大につなげること、視覚

障害者への支援を充実するため、「音訳ボランティアひび

き」と共に音訳者養成講座を今年度も開催いたします。な

お、数値目標といたしましては、ボランティア活動に携わ

る方について、令和 12 年度末までに 2,500 人を目指すこと

といたしました。 

　2 点目は新規目標で、『教科書に連携した図書セットの貸

出や関係図書の収集を行い、図書の利用支援や学校等への

配送を実施します。』といたしました。 

　事業としては、図書セットの貸出や関連図書の収集に努

め、学校訪問による本の紹介を通じた図書の活用支援、読

み聞かせボランティア団体に対する大型絵本や大型紙芝居

の貸出支援、ボランティア団体との交流や勉強会を開催

し、小学生が読書に親しむ雰囲気の醸成や読書の習慣化が

なされるような支援をいたします。数値目標としては、12

歳以下のこども 1 人当たりの貸出数を令和 12 年度末までに

15 冊を目指すことといたしました。 

 

続いて、博物館長、報告をお願いします 

 

博物館は 4 点の目標を掲げております。1 つ目は、『特別

展「田中かくをめぐる人々（国学と女子教育）」（仮称）の

充実』となります。こちらは継続事業になります。 

事業といたしましては、埼玉三偉人の 1 人、荻野吟子と

その親友で田中一誠堂を創業した田中かくとの交流を中心

に、明治初期、国学の思想の下で学んだ女性たちの交流

と、その後の女子教育の展開を明らかにしていくという内

容でございます。展示の中心となる田中家文書は、現在県

外で所蔵されておりますので、借用が許可されれば里帰り

展示ということになります。展示の資料の多くが書簡、つ

まり手紙となりますので、展示した書簡につきましては、
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内容の要約を全てに付け、翻刻集を会場において頒布いた

します。それを読んでいただくことによって、田中かくや

荻野吟子などの人物像が来館者に伝わるように努めます。 

　また、展示に対する評価をより多くの来館者から詳細に

得るられるよう、毎回実施しているアンケート調査に加え

て、10 人以上の来館者にインタビューなどを行います。そ

れらの方法で得た情報を基に、これまで以上に深く展示に

対する評価を行います。 

2 つ目です。『博物館活動に関する資料のデジタルアーカ

イブ化と情報発信』です。こちらは新規事業となります。

事業ですが、当館では原則といたしまして、特別展以外の

展示では図録を発行しておりません。展示終了後は、その

内容を知る術がないのが現状でございます。しかし、特別

展以外の展示も地域の歴史情報を市民に還元する重要な場

であるため、展示終了後においても利用者が展示の内容を

知り、学びの機会を得られるよう、解説パネルをはじめと

した展示内容をデジタル化してウェブ上で公開するなど、

展示のデジタルアーカイブ化を進めます。このことに関し

て今年度予定する作業としては、展示内容をウェブ上で公

開する方法について検討して方向性を決定すること、展示

解説パネル等の展示内容の公開用デジタルデータを作成す

ること、作成したデータをウェブ上で公開するための環境

整備を進めること、以上 3点となります。 

3 つ目は『「飯能市文化財保存活用支援団体」の制度施行

と支援団体の募集』です。事業内容ですが、まず、文化財

保護法第 192 条の 2 で定められている「文化財保存活用支

援団体」について、先行事例の情報を収集し、当市にふさ

わしい制度を設計し、支援団体の指定に関する規則を施行

することを予定しております。初めは多くの団体が応募可

能な制度として始める事例が多いため、本市も同様に最初

は門戸を開いて協働の仕組み作りを優先させます。支援団

体を指定した後には、指定した団体と文化財に関するどの

ような取組を実施できるか、協議を進めます。 

最後に 4 つ目、『収蔵資料の価値の向上と後世への承継』

です。こちらは継続事業になります。事業としては、収蔵

資料の整備を計画的かつ着実に進展させ、収蔵資料を豊か

にしていくというものです。古文書の資料カードは 200
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点、写真資料カードは 70 点以上を作成し、これを整理して

収蔵資料台帳に登載します。試行としまして、毎月第 4 金

曜日の資料整理日を利用し、特別収蔵庫の棚に配架された

全ての資料について、本来の所在場所にあるかどうかを確

認いたします。 

 

各所管課からの報告につきましては以上です。委員の皆

様から御質問等ありましたらお願いします。 

 

学校教育課の不登校児童生徒への支援についてですが、

令和 7 年度の評価シートにも保護者同士が交流できる場を

設けることについて記述がありました。この取組は、先進

的で他の市町村の見本となっている状況を誇らしく思いま

すし、それをまた令和 8 年度の評価シートでも重点施策と

しているということで、大変良いことと思います。 

こうした取組ができるということは、しっかりとした考

え方のもとに取組を重ねてきた結果だと思います。保護者

も安心できる居場所があるということが、こどもへの対応

にも繋がっていくと思いますし、親子関係もまた、ゆとり

を持った状況で展開できるのではないかと思いますので、

今年度も期待申し上げたいと思います。 

次に、学びにアクセスできない児童生徒をゼロにするこ

とを目指すことについて令和 8 年度のシートに記載があり

ますが、学びにアクセスできない状況というのはどのよう

な状況なのでしょうか。 

 

今、学びの場は学校に限らず、教育センターの杉っ子ル

ームやフリースクール、あるいは県が進めているメタバー

スという取組、また、自宅でのオンライン学習というのも

あるかと思いますが、そういったことにもなかなかできな

い、いわゆる引きこもりのような状況が学びにアクセスで

きない状況であると考えています。 

そういったこどもたちを作らないように、日々、学校の

先生方を中心に声掛けをして、課題の提出だったり学校の

情報を提供したりして、学校と繋がりを持ちながら少しで

も学校に対して興味を持ってもらう、あるいは学校の一員

として存在を常に認めてあげる、示してあげるというよう
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なことが大切であると思っております。 

 

今、困っているこどもがいるということではなく、その

ような対応を続けていくといった解釈でよろしいでしょう

か。 

 

委員御指摘のとおり、そうした対応を常に続けていきな

がら、学校との関係を切らさないように進めていきたいと

思っております。 

 

他にございますか。 

 

まず1つ目は、学校教育課の令和7度のシートの中で、「1

人 1 研究事業に取り組んだ」と回答した教員は 92.9％と高

い数値であったかもしれませんが、このことは逆に、本来

は全員がやるべきで、取り組まなかった教員もいるという

ような見方もあるかと思います。令和 8 年度にもこの取組

がありますので、学校内の研修の一つとして取り組んでい

るということであれば、この数字が100％近くなって当然で

あるとも考えられますので、その辺の指導も必要になって

くるかと思います。 

2つ目、不登校の関係です。スペシャルサポートルームが

普及されてきて、来年度もこの方向で進むことについて、

非常に良い傾向だと思っております。しかし、その中で特

に小学校のある学校では、スペシャルサポートルームに

「居てくれればいいんですよ。」と説明があって、何をした

ら良いのかルールを作らないで始めている学校も実際にあ

ったようです。地域の担い手の方から、その辺のルールを

決めていただかないと、なかなか責任も持てませんし、不

安ですというような相談を受けたことがありました。 

さらに良くない例として、プール指導に出られないこど

もをスペシャルサポートルームで見て欲しいという話があ

ったそうです。プール指導でプールに入らないこどもは、

基本的にはプールに日陰を作りながら、他のこどもたちの

プールでの様子を見る、一つの座学的な勉強をするのだと

思います。それにも関わらず、プールに入らないこどもた

ちをスペシャルサポートルームで見て欲しいということ
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は、学校が水泳の授業を奪ってしまっているものと考えら

れます。そうした事例もあるようです。 

私が関わった学校でも、スタートするときにはかなりい

ろんな意見がありました。スペシャルサポートルームに来

るこどもたちの多くは、まず学力に不安がある場合が多

い。2、3 年生だと掛け算ができない、足し算の繰り上がり

がちょっと難しいという状況です。まず大事なのは学力か

と思いますが、学力に関する取組をすると来なくなってし

まうので、親の会なども行いながら、その辺をどうしたら

良いかというようなことを一緒に考えることにも取り組ん

でいかなければならないし、こうした場合は、学校も関わ

らなくてはならない、というような内容です。この辺のバ

ランスは、すごく難しいと感じております。 

3つ目です。不登校の関係で、杉っ子ルームについては、

体験学習的な形で、どこかに出かけるような取組は行って

いますか。 

 

週に 1 回スポーツの日がありまして、近くの公民館に行

って卓球をするなどの取組があります。散歩なども、来た

こどもたちに応じてという部分もありますが、外に出る機

会、活動につきましては意識的に行っているところではあ

ります。 

 

ありがとうございます。もう少し、電車で出掛けると

か、川遊びをするとか、山登りをするとか、半日ぐらいか

けて規模を広げても良いかもしれないと感じました。 

私も退職してからそういった仕事をさせていただきまし

て、その際は、夏は川遊びに行ったりしました。5、6 人連

れて行きましたが、どうやらそれが楽しくて毎日来るよう

になりました。こどもたちにとって魅力的な活動をどのよ

うに考えていくかということも大切かと思いますので、飯

能河原とか、天覧山に登ってみたりといった活動も検討し

ていくと充実していくのではないかと考えております。当

然ながら、安全安心を十分に踏まえて、保護者の理解の上

で御検討いただければと思います。 

もう 1 点、図書館等で具体的に数値目標を挙げていただ

いていることは大変良いと思いました。教育はなかなか数
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値化するには難しい部分があるかと思いますが、評価を行

うに当たっては明確ですごく良いと感じております。 

 

他にございますか。 

 

まず、令和 7 年度の報告の方からですが、学校教育課の

部活動の地域展開に向けて、という評価シートの残された

課題と問題点についてですが、時間外在校等時間は、月 45

時間以上については大幅に減少したが、年間 360 時間以内

にすることが依然として課題であるとされています。この

点について、現状、360時間を超えている方がどのくらいい

るのか、また、その課題について今後どのように解決して

行くのか、お考えお伺いしたいと思います。 

それと、スポーツ課の新緑ツーデーマーチと奥むさし駅

伝に関する評価シートで、結果は目標に対しての達成率で

すので、目標設定に対して100％っていうのは紛れもない事

実かと思いますが、残念ながら令和 8 年度の緊急財政対策

の中で休止ということがありますので、100％という評価に

少し違和感を感じたというのが、率直な感想でございま

す。 

次に、博物館の仮称特別展お札大集合の評価シートにつ

いてです。口頭で御説明をいただきましたが、「レアな御

札」という正式名称をこの報告書の中で、何々として開催

した、と入れていただくとすごくわかりやすいかと感じま

した。報告に関しては以上です。 

続いて、令和 8 年度の目標設定についてですが、まず、

学校教育課の事業の詳細説明のところに、学校指導訪問や

学校研究とあります。私も勉強不足で申し訳ありません

が、冒頭の所管報告の中で、4月、5月に行われた「学校管

理訪問」というのがありましたけれども、「学校指導訪問」

との違いと、また、なぜここに学校管理訪問が入らないの

かといった点をお伺いします。 

それと同じく学校教育課のいじめ防止の評価シートの内

容に関連して、先ほど他の委員からも別の件で御発言があ

ったと思いますが、各学校のホームページについては、い

じめ防止対策に限らず、学校によって掲載している内容に

ばらつきがあるように感じています。昨年の 8 月か 9 月の
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こどもたちの夏休みの研究発表で、市内の校歌を調べた生

徒か児童がいたと思いますが、どこかの学校は校歌が載っ

てなかったので、教育委員会に電話したら教えてくれたと

いうようなことがあったように記憶しております。各学校

によっていじめ防止対策とか、いくつか定めているものが

ありますが、学校ごとにホームページに載っていたり載っ

ていなかったりということがないよう、最低限掲載するも

のについてのルールを統一できると良いと思っておりま

す。 

次に、学校総務課の奨学金制度の貸付事業についてです

が、市の奨学金を借りる生徒の申し込みが少ない状況の中

で、結果を評価するシートの構成を考えたときに、こうし

た制度的な内容を目標に設定をすることが適切なのかどう

か、検討の余地があるように感じます。 

もう一つ、先ほど他の委員から、数値目標を入れた方が

良いのではないかという意見がありました。私もそれに賛

成です。しかし、令和 12 年度末の数値は第 4 期飯能市教育

振興基本計画の数値かと思いますが、このままですと、令

和 8 年度の 1 年後に評価するときの指標としては難しさが

あると思うので、令和 8 年度末の数値を目標として示すこ

とができると良いかと思います。 

 

それでは、順次回答お願いします。 

 

学校教育課に関する御質問についてお答えさせていただ

きます。 

まず 1点目、7年度のシートにおける、年 360時間を超え

る教職員の割合についてです。昨年度におきましては、小

学校の教職員のうち 41.8％で、中学校の教職員では 52.1％

で半数以上の教職員が年 360 時間を超えているという状況

になっています。やはり中学校は、土日も含めて部活動の

対応を行っている分、多くなっている状況です。 

また、内訳を確認しますと、教頭や主幹教諭は先ほど申

し上げた平均値よりも高い数値になっている状況です。原

因といたしましては、休職された先生がいた場合、代わり

に教務を行ったり、教頭が授業の対応をしたり、本来の仕

事に加えてその補助に入ることで時間数が多くなってしま
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うという状況があることが考えられます。 

2点目は、ホームページのことについてです。委員御指摘

のとおり、各学校のホームページの運用状況は、現状統一

性がない部分がございます。御提案のとおり、例えば校歌

や学校教育目標など、ホームページへの最低限の掲載事項

について統一する必要があるものと思います。なお、学校

いじめ防止基本方針につきましては、市のホームページに

おける各学校のページに全校掲載している状況になってお

ります。 

　次に、学校管理訪問と学校指導訪問の違いでございます

が、学校管理訪問につきましては、いわゆる学校管理に特

化した訪問で、教職員の管理、会計の管理、施設設備の管

理、あるいは教育課程の管理といったことが適切に行われ

てるかどうかを教育委員会が訪問して、校長、教頭を中心

に状況を確認するものでございます。 

これに対し学校指導訪問は、実際に教職員の授業内容の

確認をして、創造的、探究的、協働的な学びが推進されて

いるかなどについて、具体的に教職員に対して指導助言を

行うのが学校指導訪問でございます。 

 

続いて、生涯学習スポーツ課長、お願いします 

 

スポーツイベントのシートに関する評価につきまして、

御意見をいただきました。確かに令和 8 年度は、事業自体

が休止という形で市の方向性が示されておりますので、そ

のことを含めまして改めて評価基準を確認させていただき

ます。 

 

次に、学校総務課長お願いします。 

 

令和 8 年度の重点施策評価シートのうち、奨学金の関係

についてお答えさせていただきます。奨学金につきまして

は、これまで貸与を続けてきておりますが、御指摘のとお

り、今、各市奨学金の貸与者が減っている状況がありま

す。また一方で、給付型の申請は増えている状況にあると

考えておりますが、給付型につきましては財源確保の部分

で難しい部分もあります。 
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また、高等学校の授業料が無償化ということにはなりま

したが、それ以外にも、部活動に関することであるとか、

学校の教育活動の中で自己負担が発生している部分もあり

ますので、そのようなことも含めて、これまでよりさらに

広く周知を図ってまいりたいと考えております。さらに、

状況によっては一時金の見直し等も少しずつ検討していく

必要があるものと考えておりますので、それらのことにつ

いて、取組を行ってまいりたいと考えております。 

なお、未納の方の対応につきましては、改めて未納とな

ってる方々と連絡を取りまして、その解消に向けて進めて

いきたいと考えておりますので、今回評価シートの方に載

せさせていただきました。御理解をいただければと幸いに

存じます。 

 

次に、図書館長お願いします。 

 

令和 8 年度の図書館の評価シートの数値目標につきまし

ては、お質しのとおり、第 4 期飯能市教育振興基本計画に

おいて数値目標を掲げた重点事業の令和 12 年度の目標値を

記載したものです。御指摘いただきましたとおり、令和 8

年度の評価シートとして、令和 8 年度末の目標となる数値

とする方向で、再検討したいと思います。 

 

続いて、博物館長お願いします。 

 

委員から御指摘いただきましたとおり、正式タイトルが

入っていた方が良いと思いますので、修正したいと思いま

す。 

 

他にございますか。 

 

まず、全体的な事項になります。令和 7 年度の評価で達

成率が100％に至っていないものや、検討が必要であるとし

ているものについては、令和 8 年度の方にも何らか記載さ

れているものもあると思いますが、こうした内容について

は、解決に向けた方向性を示すような記載があると良いと

思いました。 
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次に、教職員の方の残業ですとか時間外在校時間に関す

る課題は大変難しい課題だと思います。このことについて

は令和 8 年度の目標では記載されている部分がありませ

ん。重点施策の評価シートに記載せずとも課題解決に向け

て取り組まれているものと思いますが、新人の先生がすぐ

に退職してしまうようなケースに繋がってしまかねない事

象なので、組織として先生方の労働環境の改善に取り組ん

でいるということについて引き続き記載して、改めて示し

ていくことも必要ではないかと思っています。私からは、

以上、意見としてお伝えさせていただきます。 

 

これらのことについては、各所管で検討をよろしくお願

いします。 

 

生涯学習スポーツ課の令和 8 年度の目標設定ですが、令

和 8 年度の各団体の文化祭参加人数について、前年比 90％

を目指すとしていますが、これは予算が見送られたことに

よって低くしているということでしょうか。 

少なくとも前年同様の水準等を目標としていただくと積

極的な姿勢も感じられるところかと思いますが、補足の説

明をいただきたいと思います。 

 

生涯学習スポーツ課長、お願いします。 

 

　こちらの文化祭ですが、市の予算で委託料を計上してこ

れまで実施してきたものが、いわゆるゼロ予算となってし

まうことが見込まれる状況の中で、書道や絵画等、様々な

連盟様からそれぞれの団体で自主的に継続していくと、あ

りがたいお話をいただいているところでございます。 

　これを受けて、市教育委員会としては、会場の優先的な

確保や事業を実施する場合の周知について協力していくこ

ととして御理解をいただいております。 

　なお、「市民文化の集い」については、継続が難しいとい

うお話があり、維持するのは難しく、数値目標を 90％とさ

せていただいたものでございます。しかしながら、志は高

く、ということもございますので、御意見を踏まえまして

再度検討させていただきます。 
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　状況が良くわかりました。無理のない範囲で御検討いた

だきたいと思います。 

　もう 1 点お伺いします。令和 8 年度の図書館のシートで

12 歳以下のこども 1 人当たりの図書の貸出数の目標につい

て、令和 12 年度末 15.0 冊とされていますが、学校と協力

してこどもの読書の冊数を伸ばしていくということである

ならば、積極的な周知が大事であろうかと思います。昨年

度も多くの連携事業を行っていただきましたので、現場の

状況をよく把握して、こどもたちに多くの本を読んでもら

えるような取組を考えていく必要があると思います。 

　特に、こども図書館の開館時間が短くなり、午前 11 時か

らの開館となりました。こどもたちからは、暑くなる前の9

時頃から行きたいというような声が届いてきたりしていま

す。そうした状況もある中で、学校との連携においては、

市の考えをしっかりと伝えて、学校の考えもしっかりと吸

い上げられるような連携を図っていただけると、冊数にも

影響していくのではないかと思います。こどもたちにとっ

ても、図書館の新しい本が学校にも回ってくるかもしれな

いということになったり、そんなコーナーがあったりする

と、意欲的に借りようとするこどもも増えるのではないか

と思いますので、取組に期待申し上げたいと思います。 

　 

　図書館長、お願いします。 

 

　学校への周知を強化することによる貸し出し数の増加に

つきましては、新しい計画の中でも積極的に図書の紹介や

読書に関する活動への支援に力を入れていくという目標に

させていただきまして、今まで以上に学校と連携・協力

し、こどもたちが多くの本に親しめるような取組をしてい

きたいと考えております。 

また、お質しのとおり、今年の 4 月 1 日からは、こども

図書館の開館時間を午前 11 時から午後 4時までとし、昨年

度と比較して 3 時間短縮しております。今年度中を検証期

間とし、現在アンケートを実施しているところです。今年

度につきましては午前 11 時からという開館時間を変えるこ

とは難しい状況ですが、来年度以降の開館時間を考えるに
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当たって、アンケート等でいただいた御意見を参考にしな

がら検討してまいりたいと思います。 

 

　教育政策課の飯能第一小学校の建替え・複合化の目標で

すが、これは既に全体スケジュールが決まっている中で

着々と進めていかなければならないことなので、この重点

施策の評価シートに載せるべきなのかどうか気になりまし

た。これについては、100％でなかった場合は遅れが生じて

いるということなので、内容的に適切かどうか考えてしま

ったのですが、その辺はいかがでしょうか。 

　 

　教育政策課長、お願いします。 

 

　御意見ありがとうございます。学校施設の整備・充実の

具体的な取組の中で、この飯能第一小学校の複合化につい

ては、飯能市及び飯能市教育委員会として、非常に大きな

事業となります。昨年度の実施設計では緊急財政対策の影

響で、経済性の検討のために 2 か月の工期延長を行いまし

た。今年度につきましても、複合施設の工事に先立って仮

設校舎を建設しておりますが、中東情勢の影響により、計

画どおりに進めることが大変難しい状況もございます。全

体の事業スケジュールが長期間で、厳しい財政状況の中、

都度様々な調整を繰り返しながら進めているというのが実

情でございます。 

　このようなことから、私どもとしましては、主要事業と

してしっかりと目標に位置付けて、進めていきたいという

ことでございます。 

 

　御説明ありがとうございました。大変、難しい状況が良

くわかりました。 

ただ今御説明いただきました部分、社会の状況等を踏ま

えつつ、これを確実に進めるために、というような記載が

あるとなおわかりやすいように思います。 

 

他にございますか。 

 

（「なし」の声あり。） 
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質疑なしと認めます。 

それでは、「5　報告」は以上とさせていただきます。 

 

「6　議事」 

　次に、6議事です。 

議案第 39 号は「8 次回開催について」が終了した後に、

秘密会で行います。 

議案第 40 号「飯能市スポーツ推進委員並びに学校施設管

理指導員の委嘱について」を議題といたします。 

所管課より説明をお願いします。 

 

別紙スポーツ推進委員並びに学校施設管理指導員名簿を

御覧ください。 

この度、当該委員１名が御逝去されましたことに伴い、

新たな委員について推薦をいただいたものでございます。 

任期につきましては、残任期間の令和 8 年 6 月 1 日から

令和 10 年 3 月 31 日までとなります。 

 

　ただいまの説明について、質疑等はございますか。 

 

　（「なし」の声あり。） 

 

　質疑なしと認めます。採決に移ります。 

　お諮りいたします。議案第 40 号について、原案のとおり

可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

 

　（「異議なし」の声あり。） 

 

　御異議なしと認めます。 

　よって、議案第 40 号「飯能市スポーツ推進委員並びに学

校施設管理指導員の委嘱について」は、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 

 

「7　その他」 

　次の事項について、各所管から説明があった。 



33 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長

・移転後の教育センターの状況について 

・市立図書館、こども図書館の特別整理期間について 

・本のリサイクルフェアの実施について 

 

 

「8　次回開催」 

　令和 8 年 6 月 26 日金曜日、午後 3 時から本庁舎別館 2階

会議室 3で開催することについて連絡があった。 

休憩 16:53 

 

再開 16:53 

「議案第 39 号（秘密会）」について審議を行い、原案の

とおり可決することと決した。 

 

以上をもちまして、教育委員会 5 月定例会を閉会といた

します。 

長時間にわたり大変お疲れ様でした。ありがとうござい

ました。 

閉会 17:02


